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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和8年5月8日

計画

実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1 1 1

ー 計画

自己資金 実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1 1 1

ー 計画 1

ー 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金、補助金 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金、東京都補助金（だ
れにも乗り降りしやすいバス

整備事業）他
実績 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

ー 計画 1

自己資金・補助金 実績 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

自己資金、補助金 実績

ー 計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ー 実績 1 1 1

3 　継続 乗降しやすい環境を維持するために、バス停留所付近への違法駐車車両を防止する
取り組みを、随時行っていく

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

道路管理者
（東京都・杉並区）

交通管理者
（杉並・高井戸・荻窪警

察署）

随時
道路管理者や交通管理者と連携し、バス停留所への違
法駐車対策を実施

関東バス停留所バス

4 　未整備 道路環境等を考慮し、必要と思われる箇所への設置を検討していく
（令和7年度の新規設置はなし）

バス 停留所 関東バス 上屋やベンチを順次設置 随時 ー

バス 情報伝達 関東バス
バスロケーションサービスの導入及びサービスの維持
改善

随時 ー 3 　継続 バスロケーションサービスは導入済み
引き続き維持改善を進めている

バス 停留所 関東バス 視覚障害者誘導用ブロック上における障害物等の除去 随時

バス 車両 関東バス 全ての車両をノンステップバス車両に代替 全車両 ー 2 　整備中
ワンステップバスを順次代替実施していく
（現在83.5％がノンステップ車両、代替完了見込みは令和14年度以降）

バス 車両 関東バス 車いす利用者が利用しやすい降車ボタンの設置 全車両 ー 3 　継続 全車両に設置済み
引き続き導入車両に設置する

バス 車両 関東バス 車いすスペースの確保及び固定方法の周知 全車両 ー 3 　継続 全車両にスペースを確保し、全社員に固定方法を周知済
引き続き取り組んでいく

バス 車両 関東バス リフト付バスまたはスロープ付きのバスの導入 全車両 ー 3 　継続 全車両に設置済み
引き続きスロープ付きの車両を導入していく

バス 車両 関東バス ベビーカーを折りたたまずに乗車できる運用を実施 全車両 ー 1 　完了 実施済み（二人乗りベビーカーは、ワンステップバスでは構造上、
折りたたみをお願いしています）

バス 車両 関東バス ベビーカーの固定ベルトの導入 全車両 ー 3 　継続 二人乗りベビーカー用を含め、全車両に設置済み
継続して維持していく

バス 車両 関東バス バリアフリ―整備ガイドラインへの適合 全車両 ー 3 　継続 全車両適合済み
引き続き適合車両を導入していく

R12 R13
以降

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

　継続 全車両に設置済み（令和3年）
継続して維持していく

バス 車両 関東バス バス車内へのAED設置 ー ー 4 　未整備 本社、各営業所にAED設置済み
車両への設置は現時点では難しく、引き続き検討をおこなう

バス 車両 関東バス
バス車内にコミュニケーションボードや筆談器具等の
設置

全車両 ー 3

区内全域 事業主体 関東バス㈱

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R8
具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況
（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

ー 3 　継続 バス停留所巡回時に状況を確認していく

バス 情報伝達 関東バス ホームページ等を活用して、バリアフリー情報を周知 随時 ー 3 　継続 ホームページにてバリアフリー情報を掲出している
引き続き周知を進めていく

バス 情報伝達 関東バス
車内へポスター、ステッカーを掲示によるヘルプマー
クの普及及び啓発

適宜 ー 3 　継続 継続的に実施していく

バス 情報伝達 関東バス
多言語化等のユニバーサルデザインに対応したバス乗
降場の案内表示

随時 ー 2 　整備中 乗降するお客様の多いバス停から順次改善を進めていく

バス 情報伝達 関東バス 分かりやすい行き先のアナウンスの実施 随時 ー 3 　継続 お客様に分かりやすいアナウンスの実施を引き続き指導していく

バス 心の
バリアフリー

関東バス
「公共交通事業者に向けた接遇ガイドライン」に基づ
く感染防止対策の実施

ー 1 　完了 実施終了

バス 心の
バリアフリー

関東バス
乗務員を対象としたベビーカー利用者への接遇等の研
修・教育の実施

随時 ー 3 　継続 二人乗りベビーカーの取り扱いについて全社員を対象に研修を実施済
引き続きベビーカー取り扱い研修を適宜実施していく
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対象地区 特定事業 公共交通特定事業 作成（変更）年月日 令和8年5月8日区内全域 事業主体 関東バス㈱

整  備  状  況

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

全ての車両をノンステップバスに代替

全車両

2025年度は、中型ワンステップバス3両を、中型ノンステップバス3両に代替を実施。
これにより中型車両は100％ノンステップバスになりました。
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対象地区 特定事業 交通安全特定事業 作成（変更）年月日 令和8年5月7日

計画

実績

計画

実績 1 1 1

計画

実績 1 1 1

区内全域 事業主体 杉並区（都市整備部管理課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12 R13
以降

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

R8
具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況
（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

交通安全 自転車安全利用
の推進

区内全域
交通管理者と連携し、街頭キャンペーンや講習会など
の自転車安全利用啓発活動を実施

16回(講習会)
９回(街頭)

40校（小）
６校（中）

区内3警察署（交通管理者）

区内3警察署（交通管理者）
  教育委員会

3 　継続
区内各所において、自転車の交通ルールの遵守を広く呼びかける街頭啓発活動を実
施した。また、区民や事業所等を対象として、自転車講習会を開催し、交通ルール
の啓発を行った。

　継続

区立小学校の4年生を主な対象として、自転車に乗りながら楽しく自転車のルールを
習得できる自転車安全利用実技講習会を実施した。また、区立中学校の生徒又は地
域の方を対象として、スタントマンによる交通事故再現型の自転車安全利用講習会
（スケアード・ストレイト）を実施した。

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

3

整  備  状  況

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

区立小学校・中学校において自転車安全利用教室を実施し、自転車の交通ルール・マナーを啓発

学校の校庭・体育館、杉並児童交通公園

・区内警察署と連携し、区立小学校の4年生を主な対象として自転車の交通ルールや日常点検のポイント等を周知するとともに、
運転スキルの向上を図るため、区立小学校全校（４０校）において、自転車安全利用実技講習会を実施した。

・区立中学校６校において生徒又は地域の方を対象として、スタントマンによる交通事故再現型の自転車安全利用講習会（スケ
アード・ストレイト）を実施した。

交通安全 自転車安全利用
の推進

区内全域
区立小学校・中学校において自転車安全利用教室を実
施し、自転車の交通ルール・マナーを啓発

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

交通管理者と連携し、街頭キャンペーンや講習会などの自転車安全利用啓発活動を実施

荻窪駅周辺、区立自転車駐車場等

・商店会や区内警察署と協力して、商店街や区立自転車駐車場等で自転車安全利用キャンペーンを９回実施した。

・区内警察署と連携し、民間事業所や高等学校等に区職員が出向いて自転車の交通ルール等を周知する「出前型自転車安全利用講
習会」を12回実施し、612人の参加があった。

・自転車に交通反則通告制度（青切符制度）が導入されることに伴い、杉並警察署と連携して一般向けの自転車安全利用講習会を
4回開催し、244人の参加があった。

・区公式HPやXを活用したほか、広報すぎなみへの掲載やすぎなみスタイルの制作・放映を通じて、青切符制度を含む自転車の正
しい乗り方などに関する周知を行った。
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対象地区 特定事業 交通安全特定事業 作成（変更）年月日 令和8年4月14日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

杉並区バリアフリー基本構想に基づき、令和8年2月に東京都公安委員会にて「交通安全特定事業計画」の策定を行った。今後はこの事業計画に基づき、事業を推進する。

杉並区バリアフリー基本構想に基づき、令和8年2月に東京都公安委員会にて「交通
安全特定事業計画」の策定を行った。今後はこの事業計画に基づき、事業を推進す
る。

交通安全 路上駐車防止 区内全域 違法駐車行為の防止のための事業 随時 3 　継続

交通安全 道路標識 区内全域 道路標識・道路標示の適切な補修 随時 3 　継続

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

R8
具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況
（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11R5 R6 R7 R12 R13
以降

区内全域 事業主体 荻窪警察署

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

調達方法
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対象地区 特定事業 交通安全特定事業 作成（変更）年月日 令和8年4月14日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

杉並区バリアフリー基本構想に基づき、令和8年2月に東京都公安委員会にて「交通安全特定事業計画」の策定を行った。今後はこの事業計画に基づき、事業を推進する。

交通安全 路上駐車防止 区内全域 違法駐車行為の防止のための事業 随時 3 　継続

3
杉並区バリアフリー基本構想に基づき、令和8年2月に東京都公安委員会にて「交通
安全特定事業計画」の策定を行った。今後はこの事業計画に基づき、事業を推進す
る。

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

R8

区内全域 事業主体 杉並警察署

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

具体的な実施内容や変更点、進捗状況
関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）
R9 R10

交通安全 道路標識 　継続区内全域

R11 R12 R13
以降

R5 R6

道路標識・道路標示の適切な補修 随時

R7調達方法
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対象地区 特定事業 交通安全特定事業 作成（変更）年月日 令和8年4月14日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

杉並区バリアフリー基本構想に基づき、令和8年2月に東京都公安委員会にて「交通安全特定事業計画」の策定を行った。今後はこの事業計画に基づき、事業を推進する。

3 　継続交通安全 路上駐車防止 区内全域 違法駐車行為の防止のための事業 随時

交通安全 道路標識 区内全域 道路標識・道路標示の適切な補修 随時 3 　継続
杉並区バリアフリー基本構想に基づき、令和8年2月に東京都公安委員会にて「交通
安全特定事業計画」の策定を行った。今後はこの事業計画に基づき、事業を推進す
る。

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

R8
具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況
（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11R5 R6 R7 R12 R13
以降

区内全域 事業主体 高井戸警察署

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

調達方法
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対象地区 特定事業 教育啓発特定事業 作成（変更）年月日 令和8年5月11日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

区内全域 事業主体 杉並区（教育委員会　多様な学び支援課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12 R13
以降

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

R8
具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況
（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

R9 R10 R11

　継続
各校同士の取り組みについて、ICTの活用をはじめ、より柔軟な取り組みを進めてい
る。令和7年度は特別支援学校在籍の児童・生徒282名のうち、直接交流を89名、間
接交流を49名が行いました。

区立学校・都立特別支援学校 3

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

教育啓発 区内全域 交流・共同学習や副籍事業の推進

対象児の通う都
立・区立特別支
援学校及び区立

小中学校
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対象地区 特定事業 教育啓発特定事業 作成（変更）年月日 令和8年4月7日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

今日的な福祉課題を盛り込んだ指導資料となるように、内容については毎年改定する必要がある。

整  備  状  況

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

福祉副読本「かけはし」の発行

杉並区立学校

・昭和58年度より、学校において福祉に関わる教育の取組が推進されるよう、福祉副読本「かけはし」を全区立学校へ配布し、
  福祉に関わる教育の充実を図っている。
・「かけはし」は、学校において道徳の時間の読み物資料や、社会科や総合的な学習の時間における調べ学習の情報源として授
  業において活用されている。
・「かけはし」を用いた学習は、児童・生徒一人ひとりが福祉について理解を深め、誰もが幸せな共生社会の実現のために自分
  自身はどう行動したらよいかを考えるきっかけとなっている。

学校 教育啓発 区内全域 福祉副読本による学習の実施 小４、中１ 区立学校 3

R9 R10 R11R5 R6 R7 R12 R13
以降

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

R8調達方法

　継続 毎年３月頃、次年度に活用する福祉副読本のデータを作成し、区立学校に提供して
いる。

具体的な実施内容や変更点、進捗状況
関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

区内全域 事業主体 杉並区（教育委員会　済美教育センター）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期
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対象地区 特定事業 教育啓発特定事業 作成（変更）年月日 令和8年4月20日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

3 　継続

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

　共生社会しかけ隊について、聴っくオフミーティングにオブザーバー参加し、
「障害の有無にかかわらず、暮らしやすいまちづくり」をテーマに参加者と意見交
換を行った。また、令和８年度に予定している区立図書館との意見交換会に向け、
障害当事者に図書館を利用して良かったこと、改善してほしい点などについてアン
ケートを実施した。
　そのほか、これまで作成した合理的配慮ガイドブック等について、区内イベント
等で配布し普及啓発を行うとともに、ガイドブックを活用した講座を、区内バス会
社向けに実施した。

具体的な実施内容や変更点、進捗状況
関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

教育啓発 区内全域
共生社会しかけ隊による合理的配慮の提供を図る取組
の実施

随時
区内民間事業者

区施設など

調達方法 R5 R6 R7 R8 R12 R13
以降

教育啓発 区内全域
障害理解を深めるため、区職員を対象としたワーク
ショップ形式の研修会を実施

随時 3 　継続
　令和７年度は「障害者への合理的配慮を考える」をテーマに係長向け職層研修を
実施予定だったが、衆議院選挙開催にともなう会場確保困難のため中止とした。令
和８年度以降も引き続き職層研修の実施を検討する。

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

中期 後期

区内全域 事業主体 杉並区（障害者施策課）

関係機関

事業費
（千円）

R9 R10 R11

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

100



対象地区 特定事業 その他の事業 作成（変更）年月日 令和8年5月7日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

区内全域 事業主体 杉並区（保健福祉部管理課）

関係機関カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

事業費
（千円）

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

調達方法 R5 R6 R7 R12R10 R11 R13
以降

R8 R9
具体的な実施内容や変更点、進捗状況

関係機関との協議状況
（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）

　継続 区立施設及び区内掲示板に心のバリアフリー啓発ポスター「ヘルプマークを知って
いますか？」及び「聞こえに障害がある方への理解を深めましょう」を掲示

　継続

・心のバリアフリー協力店登録店舗への通知やイベントでのチラシの配布時、バ
  リアフリーマップの情報を掲載し普及啓発を実施
・心のバリアフリーの取組やバリアフリーマップについて、他自治体の状況を調
  べるとともに、関係所管課と連携して、心のバリアフリーやバリアフリーマッ
  プの機能充実など、今後の方向性を検討する。

 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

事業実施に際して
配慮すべき重要事項

整  備  状  況

事業内容

写　　真

実施箇所

説　　明

ポスター等を活用した心のバリアフリーに関する情報発信

啓発ポスター「ヘルプマークを知っていますか？」と「聞こえに障害のある方への理解を深めましょう」を区立施設や掲示板に掲
示した。令和８年度も掲示を行い、啓発を行う。

- 3

情報伝達 心のバリアフ
リー

区内全域
ポスター等を活用した心のバリアフリーに関する情報
発信

随時 - 3

情報伝達 心のバリアフ
リー

区内全域 すぎナビを活用したバリアフリーマップの普及と充実 随時
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対象地区 特定事業 その他の事業 作成（変更）年月日 令和8年4月20日

計画

実績

計画 1 1 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1

区内全域 事業主体 杉並区（障害者施策課）

カテゴリー 分類 整備対象 事業内容
実施頻度
箇所数
延長等

関係機関

事業費
（千円）

調達方法 R5 R6 R7 R8

事業予定期間（年度）
進  捗  状  況

前期 中期 後期

具体的な実施内容や変更点、進捗状況
関係機関との協議状況

（進捗は「進捗率〇〇％」「△△/〇〇箇所実施済」等、可能な限り詳細に記載）
R9 R10 R11 R12 R13

以降
 1：完了　   3：継続
 2：整備中   4：未整備

情報伝達 区内全域
「障害福祉のしおり」や「の～まらいふ杉並」による
障害のある方等への生活支援情報等の発信

随時
※「障害福祉の
しおり」は３年

に１回作成

3 　継続

「障害福祉のしおり」はユニボイスを各ページに付して３年に１度発行している
（前回の発行は令和４年度）。令和７年度は、７月に新旧一覧を作成し関係課等へ
配布したほか、ホームページに掲載した。
「の～まらいふ杉並」はウェブアクセシビリティに配慮し、必要に応じて随時情報
を更新した。

事業実施に際して
配慮すべき重要事項
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